チェックリスト【設計編】

・チェック項目を実施できなかった場合は「その理由」を、また、チェック項目を実施したが問題があった場合は「今後の対応」を、備考欄に簡潔にコメントすること
 [image: image1.emf]チェック実施者

所属

1/1

実施年月日

　　　　年 　　月 　　日

チェック 備考

1

基本原則（設計段階）

2

一般

3

ひび割れ抑制対策

3.1

温度応力解析

3.2

解析結果の評価

3.3

温度ひび割れ対策

4

かぶり厚の確保

5

充填不良対策

5.1

過密配筋対策

5.2

スランプの検討

・設計、施工の双方から多面的に検討しているか

・設計意図、仕様、耐久性向上に必要な事項は施工者に確実に伝わっているか

・ひび割れ抑制対策の照査はひび割れ指数により判定したか

　　・断面が大きく柱状で水平打継目が設けられる構造物

　　（短辺が80cm 以上の部材）

　　・下端が拘束された壁状の部材（厚さが50cm 以上）

　　・広がりのあるスラブ状（厚さが80cm以上）

以下の構造物について温度ひび割れ照査を行ったか

・施工後の三者会議は、品質に対する効果や課題などを把握し、次回設計へフィー

ドバックしたか

・目標とするひび割れ指数は所要の安全係数以上となるように設定したか

チェック項目

・温度応力解析実施を発注者と協議したか



・施工前の三者会議は、引き継ぎ事項を説明し、不明確事項を明確化したか

・設計図書に必要事項を記載しているか

・かぶり厚詳細図を付記しているか

・道路橋示方書に準じてかぶり厚を確保しているか

・ひび割れ誘発目地の断面欠損率は50％程度以上か

・解析結果から、内部拘束と外部拘束のいずれが卓越しているか判定したか

・構造物の特性に応じた解析方法を用いているか

・配筋で調整できない場合は高流動コンクリートなどを検討したか

・端部調整を考慮した設計計算を行ったか

・端部調整箇所での詳細寸法図を作成したか

・鉄筋が3本以上重なる箇所について詳細寸法図を作成・調整したか



・かぶり厚詳細図には、交差する鉄筋や表示部材以外からの影響も表示しているか

コンクリート構造物の品質確保・向上のチェックリスト

【設計編】

手引き(案)の目次

設計編

・圧送に伴うスランプの低下量を考慮しているか

・打込みの最小スランプは、構造物の種類、部材の種類と大きさ、配筋条件、締固

め作業高さ等の施工条件に基づいて適切に設定されているか

・打込みのスランプは、材料分離を生じないか

・打込みのスランプは、適切なワーカビリティーを有しているか

・設計書には荷卸し時の目標スランプを示しているか

・スランプは、発注者と協議した上で設定したか


チェックリスト【材料編】

・チェック項目を実施できなかった場合は「その理由」を、また、チェック項目を実施したが問題があった場合は「今後の対応」を、備考欄に簡潔にコメントすること
[image: image2.emf]チェック実施者

所属

1/1

実施年月日

　　　　年 　　月 　　日

チェック 備考

1

基本原則（材料段階）

2

一般

3

ひび割れ抑制対策

3.1

温度ひび割れ抑制

3.2

収縮ひび割れ抑制

4

充填不良対策

4.1

材料分離抑制

・砕砂に含まれる石粉の混入率は適切か

・温度ひび割れ抑制のため、低発熱型セメントの使用、単位セメント量の低減、単位

水量の低減を実施したか

・水和発熱抑制のため、低発熱型セメント、混合セメントを使用したか

・単位水量の低減および水和熱による温度上昇の低減のため、混和材を使用した

か

・単位水量の低減のため、混和剤を使用したか

・自己収縮ひび割れ抑制のため、単位セメント量の低減および総水和熱量の小さい

セメントを使用したか

・乾燥収縮ひび割れ抑制のため、単位水量の低減や、混和剤・混和材の使用を実

施したか

・コンクリートを構成する材料は、JISに適合したものを標準として使用したか



・コンクリートの乾燥収縮に起因するひび割れ発生の低減のため、膨張材を使用し

たか

骨材は、過大な収縮量とならないものを使用したか



・材料分離抑制のため、砕石の粒形や細骨材の微粒分を考慮した適切な配合や混

和材の使用を行ったか

コンクリート構造物の品質確保・向上のチェックリスト

【材料編】

材料編

手引き(案)の目次 チェック項目

・乾燥収縮量を低減するために収縮低減剤を使用したか

・設計者、施工者のニーズを十分理解したか

・構造物に求められている品質向上・耐久性向上方法を検討したか

・設計者、施工者に対して品質向上・耐久性向上方法を提案したか

・品質向上・耐久性向上に関わる協議結果を確実に記録したか


チェックリスト【施工編】　

・チェック頻度：１回／日または構造物の重要度と工事の規模に応じて２０～１５０ｍ３毎に１回実施

・チェック項目を実施できなかった場合は「その理由」を、また、チェック項目を実施したが問題があった場合は「今後の対応」を、備考欄に簡潔にコメントすること

[image: image3.emf]チェック実施者

所属

1/2

実施年月日

チェック 備考

必須項目

必要に応じて

実施する項目

○

○

○

○

○

○

2

温度ひび割れ抑制

対策

○

○

○

○

○

3

コンクリート配合設計

の流れ

○

○

4

コンクリートの配合決

定・確認

○

○

○

○

5生コン工場選定 ○

○

6現場巡視の必要性 ○

○

7鉄筋工 ○

○

○

8型枠工・支保工 ○

○

9運搬・受入れ ○

○

○

優先順位

手引き(案)の目次

1基本原則（施工段

階）

注）本チェック項目は、当たり前の部分もあるが基本に立ち戻ってチェックしているものである

・レディーミクストコンクリートの受入れ検査は、規格値を満足しているか

・かぶり内に結束線はないか

コンクリート構造物の品質確保・向上のチェックリスト

・工場の選定は、現場までの運搬時間、コンクリートの製造能力、運搬車の

数、工場の製造設備、品質管理状態等を考慮して行ったか

・セメントの種類・混和材は、温度応力解析結果が考慮されているか

・スランプは、施工可能な範囲でできるだけ小さく設定したか

・粗骨材の最大寸法、スランプ、水セメント比、セメントの種類、単位水量、単位

セメント量、空気量等の参考値を確認したか

・次段階へ移る前に、チェックリストに基づく確認を行ったか

・施工前の三者会議で引き継ぎ事項、不明確事項を確認・協議したか

・設計図書の記載事項を十分理解したか

チェック項目

・施工後の三者会議で品質に対する効果や課題などを設計者・発注者へ

フィードバックしたか



【施工編】

　　　　年 　　月 　　日

施工編

・設計の温度応力解析条件と現場条件は合致しているか

・温度ひび割れが問題となる場合は、マスコンクリートとしての対策を行ったか

・施工計画、施工記録、品質向上・耐久性向上対策を確実に整理・記録したか

・品質向上・耐久性向上の協議結果を確実に記録したか

・材料メーカーと連携し、品質向上・耐久性向上方法を検討したか

・施工前に使用材料、施工方法、ひび割れ誘発目地使用の検討をしたか

・コンクリート打込み作業人員に余裕を持たせているか

・温度ひび割れ抑制で単位水量の低減を検討したか

・設計図書の設計基準強度や耐久性に関する特性値を確認したか

・支保工施工前に強度計算・上げ越し等の検討を行ったか

・鉄筋は図面通りに堅固に組み立てているか

・型枠は締固めのしやすさを考慮し、必要に応じて開口および扉を設けている

か

・コンクリートの温度変化を確認しながら施工したか

・スペーサーの設置、鉄筋の正確な曲げ加工、結束線による鉄筋固定、かぶり

厚の検測を確実に行ったか

・運搬装置・打込み設備は汚れていないか

・単位セメント量・単位水量・水セメント比が上限値を超えていないか

・粗骨材の最大寸法は、鉄筋のあき・かぶり厚が考慮されているか

・生コン工場は㊜マークを承認されているか

・コンクリート標準示方書の記載事項を確認し、忠実に実行したか


・チェック頻度：１回／日または構造物の重要度と工事の規模に応じて２０～１５０ｍ３毎に１回実施

・チェック項目を実施できなかった場合は「その理由」を、また、チェック項目を実施したが問題があった場合は「今後の対応」を、備考欄に簡潔にコメントすること

[image: image4.emf]チェック実施者

所属

2/2

実施年月日

チェック 備考

必須項目

必要に応じて

実施する項目

10

打込み ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

11

締固め ○

○

○

○

○

○

○

○

○

12

再振動※ ○

※中技実験結果

による

○

13

打継ぎ ○

○

14

仕上げ ○

○

15

養生 ○

○

○

○

注）本チェック項目は、当たり前の部分もあるが基本に立ち戻ってチェックしているものである

【施工編】

　　　　年 　　月 　　日

施工編 優先順位

手引き(案)の目次

・既コンクリート表面のレイタンス等は取り除き、ぬらしているか

・打継目は温度応力、乾燥収縮等によるひび割れの発生を考慮して、位置を

決めているか

・挿入間隔は、使用バイブレータ径の10倍以下としたか

・振動機を横移動させていないか、打込んだコンクリートを横移動していないか

コンクリート構造物の品質確保・向上のチェックリスト



・発電機のトラブルがないよう、事前にチェックをしているか

・締固めは、コンクリート中の余分な空気を追い出し、密実なコンクリートになる

ように配慮したか

・表面にブリーディング水がある場合には、これを取り除いてからコンクリートを

打ち込ん でいるか

・湿潤状態を保つ期間は適切であるか

・せき板に接する面は強度が発現し、温度が降下してからせき板を外して給水

養生したか

・露出面、打上がり面は湛水、散水、湿布、養生マット等で給水養生したか

・打込み後はシート等で水分の逸散を防止したか

・木ごてでほぼ所定の高さ・形にならしたか、指で押してもへこみにくい程度に

固まってから金ごてによる仕上げを行ったか

・仕上げの前に上面の水を除去したか

・棒状バイブレータを鉛直に挿入し、挿入間隔は50m以下としたか

・棒状バイブレータは下層のコンクリート中に10cm程度挿入したか

・配筋の密な部分は入念に締固めたか

・再振動は打ち終わりから15～60分かつ練混ぜから120分以内（外気温が

25℃を超える場合は90分）に行ったか

・棒状バイブレータは、穴が残らないように徐々に引き抜いているか

・棒状バイブレータは鉄筋に触れなかったか

・予備の棒状バイブレータを準備しているか

・コンクリートの表面が水平になるように打ち込んでいるか

・練り混ぜてから打ち終わるまでの時間は適切であるか

・打重ね時間間隔は適切か

・型枠面は湿らせているか

・吐出口と打込み面までの高さは1.5m以下としているか

・打込み1層の高さは40～50cm以下としているか

・計画した打継目以外では連続して打込んでいるか

・ポンプや配管内面の潤滑性を確保するため、先送りモルタルの圧送等の処

置を施しているか

・横移動が不要となる適切な位置に、コンクリートを垂直に降ろしているか

・鉄筋や型枠が所定の位置から動かないことを確認したか

・打込み前に鉄筋・型枠の確認、異物の除去の確認を行ったか

・打込みは、コンクリートが均質で材料分離がないように考慮したか

チェック項目



チェックリスト【施工編（監督・検査）】

 ・チェック項目を実施できなかった場合は「その理由」を、また、チェック項目を実施したが問題があった場合は「今後の対応」を、備考欄に簡潔にコメントすること

[image: image5.emf]1/1

備考

1

基本原則（施工[監督・検

査]段階）

2一般

3

ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄの受入

れ検査

4コンクリート工の検査

5鉄筋工の検査

6

型枠工支保工および構造

物の検査

7

表面状態（ひび割れ）の

検査

8かぶり厚の検査

9

表面状態（充填不良）の

検査

10

合格と判定されない場合

の措置

11検査記録

※本項目は、土木工事監督技術基準（案）及び地方整備局工事技術検査要領等の内容を妨げるものではなく、必要に応じて参考にすることが望ましい。

・電磁誘導法､電磁波反射法､放射線透過法等の非破壊試験によってかぶり厚の値を測定したか

・非破壊試験によりかぶり厚を測定する場合の判定基準の適用にあたっては､測定器の精度を考慮したか

・合格と判定されない場合は適切な対策を講じ構造物の性能を確保したか

・措置を講じる場合は維持管理（巡回・巡視）段階で不都合が生じないように配慮したか

・補修等の対策で要求性能を満足することができない場合､適切な措置を実施したか

・検査結果は、検査記録として整理し、保管したか

・表面状態の検査は､補修､手直し等の措置を施す前に実施したか

・温度ひび割れの検査時期は､構造物内の温度変化を考慮して実施したか

・塩害環境にある構造物､かぶりコンクリートの剥落で第三者被害の懸念のある構造物等に対して実施したか

・検査の結果、補修や手直し等の措置を講じた場合には、その原因や補修の位置、範囲、使用材料について

も検査記録として保管したか

・温度測定結果やひび割れ調査結果は検査結果と併せて記録し、維持管理（巡回・巡視）に活用した

か

・充填不良の検査は､日本コンクリート工学会「コンクリートのひびわれ調査､補修・補強指針」（ひび割れ以外

の調査）を参考にしたか

・充填不良の検査は､材料や施工条件を考慮して実施したか

・型枠および支保工が十分な強度、安全性、施工精度を有することを確認したか

・出来形と表面状態の検査を実施したか（全ての構造物で実施することが基本）

・表面状態の検査は､補修､手直し等の措置を施す前に実施したか

・ひび割れ幅の許容値は､日本コンクリート工学会「コンクリートのひび割れ調査､補修・補強指針」を参考に設

定したか（一般にはひび割れ幅0.2mm未満）

・かぶり厚に余裕の少ない部材に対してかぶり厚の検査を実施したか

・検査不合格の場合､原因を究明し､性能を確保する措置を実施したか

・施工に関わる各項目が施工計画書通りであるかを確認したか

・運搬､打込み､養生の検査が不合格の場合は､各種設備の再整備を行い､必要に応じて施工計画を見直した

か

・鉄筋の加工・組立が適当でない場合､適切に修正したか（曲戻し不可）

・鉄筋継手が所要の性能を有していることを検査したか

・鉄筋の加工・組立は設計図書に基づき所定の精度であることを確認したか

・判定基準の許容誤差は､構造物の種類や重要度を考慮したか

・不合格と判定された場合の措置について確実に記録したか

・検査の責任者は、発注者またはその代理人となっているか

・客観的な判定が可能な手法を用いているか

・不合格の場合､部分的な手直し等の措置を検討し、実施したか

・JISや土木学会規準に基づいて検査を実施したか

・所定の性能を確保できないコンクリートを使用していないか

・受入れ側の責任のもとに実施し検査の結果を構造物の発注者が確認したか

・レディーミクストコンクリートの受入れ検査を荷卸し時に実施したか

・監督、検査の目的及び内容を明確にしたか

・監督、検査結果は確実に記録したか

コンクリート構造物の品質確保・向上のチェック項目（参考）

【施工編（監督・検査）】

施工編（監督・検査）

手引き(案)の目次 項目

・品質向上、耐久性向上対策の目的、期待している効果を理解したか


チェックリスト【維持管理編（巡回・巡視）】

・チェック項目を実施できなかった場合は「その理由」を、また、チェック項目を実施したが問題があった場合は「今後の対応」を、備考欄に簡潔にコメントすること

[image: image6.emf]チェック実施者
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実施年月日

　　　　年 　　月 　　日

チェック 備考

1

基本原則（維持管理（巡

回・巡視）段階）

2

一般

・道路巡回実施要領や道路巡回マニュアル(案)に従っているか

3

巡回・巡視

4

初期欠陥の発見

5

措置

6

記録

コンクリート構造物の品質確保・向上のチェックリスト

【維持管理編（巡回・巡視）】

維持管理編（巡回・巡視）

手引き(案)の目次

・措置の有無、内容について記録したか

・写真を添付、記録したか

・巡回・巡視の記録は所定の様式に記入したか

・補修の要否や工法は、専門家による詳細調査の依頼を考慮したか

・求められる耐久性を満足しているか考慮したか

・当初の品質を確保しているか考慮したか

・供用開始後、巡回・巡視で初期欠陥を把握したか

・専門技術者を中心とする点検を考慮したか

・初期欠陥が現れる位置や時期に注意して実施したか

・竣工時の表面状態の検査結果を確実に引き継いで実施したか

・ひび割れ、かぶり厚不足、充填不良に着目した目視を実施したか

・定期巡回・目的別巡視は、構造物の異常や問題箇所を発見することに主眼を置い

て実施したか

・初期欠陥の生じやすいポイントを把握しているか

・直轄工事の新設コンクリート構造物を対象としたか

・措置の有無と内容を確実に記録したか

・巡回・巡視の内容と結果を確実に記録したか

・品質向上、耐久性向上対策の目的とその効果を理解したか

チェック項目

・定期巡回・目的別巡視は、徒歩により構造物の状況を把握したか

・定期巡回・目的別巡視により初期欠陥を発見したか

・河川巡視マニュアルに従っているか

・求められる性能を考慮して維持管理（巡回・巡視）を実施しているか

・対象構造物に求められる性能を確認したか



